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 令和 3年度は、北陸新幹線福井駅や高架工事が順調にすすむなか、駅の発車メロディーや

東西出入口の名称（通称）も決まり、令和 6年春の福井開業を確信できたところです。 

はじめに、福井駅周辺の取組として、福井市観光交流センターや市街地再開発事業などを

計画通り進めるとともに、新たなにぎわいの創出の一環として「恐竜」の仕掛けや「ふくみ

ち」の公共空間の再構築の提案などを行い、市民の方はもとより来街者の方にも駅周辺の魅

力と賑わいを感じていただける取組ができました。また、福井県、福井商工会議所と本市で

組織する県都にぎわい創生協議会において、福井駅周辺の新幹線開業準備と将来のまちづく

りにおける官民連携についての活発な議論が展開できたところです。 

次に、公共交通については、並行在来線開業に向けて機運醸成を図るとともに、経営計画

を策定し、駅周辺の機能拡充や新駅設置など利用促進につながる取組を行ってきたところで

す。また、えちぜん鉄道の地域公共交通計画やＪＲ越美北線のアクションプログラムの策定、

福祉車両を活用した新たなフィーダー交通への取組など第 2次福井市都市交通戦略を着実に

すすめることができました。 

最後に、デジタル社会の実現に向け、福井市ＩＣＴ利活用推進計画を改め、新たに福井市

ＤＸ推進計画と福井市ＤＸ推進計画実施計画（アクションプラン）を策定しました。今後こ

れらの計画に基づき「ＤＸの推進により みんなが豊かで快適に暮らすまち ふくい」の実

現を目指し、取組を着実に進めていきます。 

3 年度の評価としては、コロナの影響により、充分な事故防止への啓発活動や来街者など

人の移動の自粛などから、達成できなかった目標が 17目標中、雨が 4目標となりました。 

来年度も引き続き、まちづくり、公共交通、デジタルトランスフォーメーションいわゆる

ＤＸの推進に向けて取り組みます。 

 



組織目標ごとの達成状況 

Ⅰ．北陸新幹線福井開業に向けて、福井駅周辺での取組を確実に進め、県都の玄関口にふさわしい

魅力と賑わいのあるまちづくりをすすめます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．福井市都市計画マスタープラン（平成 22年～令和 12年）に基づき、適正な土地利用の誘導と

快適な生活環境の維持に努め、持続可能なまちづくりをすすめます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．第 2次福井市都市交通戦略（令和 3年度～12年度）に基づき、地域をつなぐ「全域交通ネット

ワーク」の構築をすすめます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 福井駅周辺の取組として、福井駅東口の観光交流センターの工事や管理運営の方針の策定

など計画通り進めることができました。また、福井駅前電車通り北地区Ａ街区の建築工事の

着手、Ｂ街区の権利変換計画認可並びに福井駅前南通り地区の組合設立認可申請など市街地

再開発事業についても計画通り進めることができました。 

中心市街地の賑わいについては、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、集客力のある

イベント開催ができなかったことや、商業施設についても観光客等の県外客の減少により、

令和 2 年度と同様にハピリンの入込客数や来場者数ともに目標に至りませんでした。今後

は、ハピリンを中心に、新幹線開業に向けた機運を高めるイベントなど積極的な展開を図り

ます。 

ウォーカブルなまちづくりについては、地区交通戦略の作成や福井城址周辺の歩行環境の

改善を図ったところです。 

 

 二次交通の充実と利用環境・利便性の向上については、えちぜん鉄道交通圏地域公共交通

計画やＪＲ越美北線アクションプログラムの策定、福祉車両を活用したお買い物バスの運行

などに取り組みましたが、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、目標達成には至りませ

んでした。今後も都市交通戦略に基づく各種施策を進め、多くの人に利用される公共交通を

目指していきます。 

 ＭａａＳシステムの導入に向けては、嶺北 11 市町及び交通事業者にて勉強会を実施した

結果、令和 4年 5月に「ふくいＭａａＳ協議会」を設置することとなりました。今後、北陸

新幹線福井開業時の本格導入に向けて実証実験を行うなど、更なる検討を進めていきます。 

 並行在来線の円滑な開業に向けては、10月の並行在来線対策協議会おいて経営計画の策定

を行い、今後はこの計画に基づき、既存駅や新駅候補地の沿線住民の方々などからご意見を

伺いながら利用促進策の取組を進めていきます。 

 自転車の利用促進については、鉄道駅の自転車駐車場や自転車の駅の整備を計画以上に進

めることができました。 

 市営駐車場については新型コロナウイルス感染症の影響のある中、利用者のサービス向上

に努め目標値に近い水準まで到達することができました。 

 福井市都市計画マスタープランの目指すべき都市像の実現に向けて、都市計画制度の適正

な運用を図るため、昨年度の福井都市計画区域に引き続き、嶺北北部都市計画区域の都市計

画基礎調査を行いました。 

また、地域拠点である美山駅周辺や越廼公民館周辺では、ワークショップや産官学が協働

し施策を検討する地域拠点づくり専門会議を開催し、現状・課題等の共有や地域ニーズを把

握することにより、地域のまちづくりに対する意識醸成、まちづくりへの機運の高まりがみ

られました。 

都市計画道路について、整備率は向上しましたが、志比口開発線全線の供用開始には至り

ませんでした。今後は、志比口開発線が早期に全線供用できるよう努めます。 

良好な景観づくりでは、ふくい嶺北連携中枢都市圏の各市町との取組である広域景観形成

のＰＲ動画は計画通り作成できましたが、景観形成支援については目標達成には至りません

でした。今後は利用しやすい支援制度への見直しや積極的な制度のＰＲに努めます。 

 



 

Ⅳ．第 11次福井市交通安全計画（令和 3年度～7年度）に基づき、交通安全対策をすすめます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ．デジタル技術等を活用し、市民の利便性の向上や業務の効率化のための各種施策をすすめます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 高齢者、障がい者、子ども等交通弱者の安全を確保するため、交通安全推進団体や関係機

関と連携した交通事故防止活動や交通安全教室を開催し、交通安全意識の向上に努めまし

た。 

 しかしながら、令和 3年中の目標である交通事故死者数 7 人以下、年間重傷者数 40 人以

下の目標を達成することができませんでした。 

特に、死者数は 12人中 11人が高齢者であったことから、高齢者を交通事故から守る対策

が急務であると考えます。 

高齢者が夜間外出時の歩行中や第一当事者となる交通死亡事故が多発したことを踏まえ、

来年度は、反射材の着用や運転免許証自主返納の啓発などに取り組み、高齢者の事故防止に

努めます。 

 

 福井市ＩＣＴ利活用推進計画が今年度で終わることから、将来目標となる「ＤＸの推進に

より みんなが豊かで快適に暮らすまち ふくい」を実現するため、令和 4年度から 8年度

を期間とした「福井市ＤＸ推進計画」と、具体的な事業計画である「福井市ＤＸ推進計画実

施計画（アクションプラン）」を策定しました。 

 また、市民の利便性の向上や業務の効率化を図るため、デジタル技術等を活用した行政手

続のオンライン化、ＡＩ・ＲＰＡの利用推進、オープンデータの推進に取り組みました。 

 ＤＸ推進体制を確立するためには、全庁的な共通認識と機運醸成が重要であることを踏ま

え、管理職を対象とした研修会やデジタル人材育成動画研修、課長補佐を対象としたＥＢＰ

Ｍ・データ利活用研修によりＤＸへの理解を深めるほか、ＥｘｃｅｌやＲＰＡ、Ａｃｃｅｓ

ｓ、統合型ＧＩＳ、ふくｅねっと（電子申請システム）の操作研修により操作スキルの向上

を図りました。 

 来年度以降、「福井市ＤＸ推進計画」及び「福井市ＤＸ推進計画実施計画」に基づき、ＩＣ

Ｔの浸透により人々の生活をあらゆる面でよい方向に変化させ、将来目標の実現を目指しま

す。 

 



Ⅰ．北陸新幹線福井開業に向けて、福井駅周辺での取組を確実に進め、県都の玄関口にふ

さわしい魅力と賑わいのあるまちづくりをすすめます 

１ 民間主体のまちづくりの推進 
達
成
度 

 

実  行  内  容 

行
動
目
標 

福井駅周辺を魅力と賑わいある市街地へ再整備するため、民間が主体となった再開発事業への支援

を行い、商業、文化、医療、居住等の複合的な都市機能の充実を図ります。 

複数の再開発事業を確実にすすめるため、工事スケジュールの調整など事業者間の連携強化を図る

とともに、事業のＰＲイベントを開催し、地元の理解と機運醸成に努めます。 

また、県、市、商工会議所で組織する県都にぎわい創生協議会での議論を踏まえ、更なる民間が主

体となるまちづくりをすすめます。 

取 

組 

内 

容 

○市街地再開発事業の支援 

・福井駅前電車通り北地区Ａ街区：（建築工事着手 10月） 

・福井駅前電車通り北地区Ｂ街区：（事業計画・組合設立認可 4月、権利変換計画認可 3月） 

・南通り地区：事業計画、組合設立認可の申請（3月） 

○再開発事業等連絡調整会議開催（8月、3月） 

○再開発事業ＰＲイベントの開催（現場見学会 9月、講演会 11月） 

○県都にぎわい創生協議会（6月、11月、2月）、エリアマネジメント部会 2回、新幹線開業準備 

部会 3回 

指           標 

計画 結果・成果 

○総 5 民間主体によるまちづくりへの支援件数 

：3件 

再開発事業等連絡調整会議の開催：2回以上 

再開発事業ＰＲイベントの開催：12月 

県都にぎわい創生協議会、部会の開催（グラン

ドデザイン策定） 

○総 5 民間主体によるまちづくりへの支援件数 

： 3件 

再開発事業等連絡調整会議の開催： 2回  

再開発事業ＰＲイベントの開催 ： 9月、11月 

県都にぎわい創生協議会、部会の開催（グラ 

ンドデザイン策定） 

成
果
・
課
題 

福井駅前電車通り北地区Ａ街区市街地再開発事業については、令和 6年春のグランドオープンに向

け、解体工事と併行して 10月に建築工事に着手し、基礎工事を進めています。 

Ｂ街区については、令和 3年 4月に県の認可を受け、再開発組合を設立し、権利変換計画・実施設

計の作成を進め、令和 4年 3月に県から権利変換計画認可を受けました。 

福井駅前南通り地区市街地再開発事業については、準備組合において 3月に組合設立認可申請を行

い、組合設立後は、権利変換計画の作成に取り組みます。 

再開発事業等連絡調整会議については、各事業方針や進捗状況等の情報共有を図りました。来年度

は、Ｂ街区の工事着工が見込まれることから、さらに連携強化を図りＡ街区の交通規制など、事業者

間の調整を行います。 

県都にぎわい創生協議会やエリアマネジメント部会並びに新幹線開業準備部会については、計画通

り開催することができました。来年度においては、今年度の議論を踏まえ、県都グランドデザイン策

定に向けて、県、商工会議所等と協議を進めます。 

 

  



２ 中心市街地の賑わい創出 
達
成
度 

 

実  行  内  容 

行
動
目
標 

賑わいと交流の拠点であるハピリンを中心とした様々なイベントを開催し、周辺施設や関連団体と

連携して、中心市街地全体で歩行者の回遊性を高めます。 

取 

組 

内 

容 

○ハピリン 5周年記念イベント（4月、5月） 

○ハピリン（にぎわい交流施設）指定管理者による指定事業 

 ・ECHIZENクラフトステーション（11月） 

 ・幸せもちもち満腹祭（12月） 

 ・すまいるスケートハピリンク（12～2月）など 

○ハピリンと近隣商業施設との連携イベント 

 ・アロハフェス（6月）自主事業 

 ・まちなか音楽祭（10月）指定事業 

 ・あげフェス（11月）指定事業 など 

○歩行者・自転車通行量調査（7月、10月） 

指           標 

計画 結果・成果 

○総 6 ハピリン入込客数：268万人（元年度） 

→157万人（2年度）→200万人（3年度） 

○戦ハピリン来場者数：48万人（元年度） 

→24万人（2年度）→35万人（3年度） 

歩行者・自転車通行量（中央 1丁目）： 

35,781人（元年度）→34,876人（2年度） 

→36,000人（3年度） 

ハピリンと近隣商業施設との連携イベントの開催： 

4件 

○総 6 ハピリン入込客数：187万人 

 

○戦ハピリン来場者数：28万人 

 

歩行者・自転車通行量：27,803人 

 

 

ハピリンと近隣商業施設との連携イベント開催： 

4件 

成
果
・
課
題 

 ハピリン入込客数及び来場者数については、上半期は、開業 5周年記念イベント等の開催により賑

わい創出を図りましたが、新型コロナウイルス感染症の影響により、「お肉マルシェ」など、中止や延

期となったイベントもありました。下半期は、福井の地域資源をＰＲする「あげフェス」、新幹線開業

をＰＲする「ECHIZENクラフトステーション」や毎年恒例の「ハピリンク」など集客イベントを実施

しました。 

 歩行者・自転車通行量については、7月と 10月の平日と休日に調査を実施しました。7月は、福井

県緊急事態宣言や福井県感染拡大特別警報が発令中で、悪天候も重なり、平均 21,776 人と通行量が

少なかったものの、10月は警報も解除され、集客イベントも再開されたことから、通行量も平均33,830

人と回復しました。しかしながら、平均 27,803 人と、昨年の通行量にも届かず目標を達成できませ

んでした。 

ハピリンと近隣商業施設については、「まちなか音楽祭」ではガレリア元町や北の庄通りの店舗を

会場にし、「ハピリンク」では商店街のレシートで割引券を発行するなど、連携イベントを 4 件開催

しました。 

今後は、新幹線開業に向けた機運を高めるイベントなど、福井駅周辺における県内外への福井の魅

力の情報発信に努めます。さらに、賑わいと交流の拠点「ハピリン」を中心に様々なイベントを開催

し、近隣商業施設や商店街と連携して、中心市街地の賑わい創出と回遊性の向上に努めます。 

 

  



３ 
居心地がよく歩きたくなるウォーカブルな 

まちの推進 

達
成
度 

 

実  行  内  容 

行
動
目
標 

歩いて楽しいまちを創出するため、福井駅周辺の地区交通戦略を策定します。 

福井城址周辺の道路整備を継続して行い、周辺事業者と連携したイベントに取り組み、まちなかの

観光資源の魅力向上を図ります。 

また、中核市として、ふくい嶺北連携中枢都市圏の各市町の魅力ある自然、歴史、文化などの地域

資源のＰＲや体験イベントを開催します。 

取 

組 

内 

容 

○地区交通戦略 地元意見交換会の実施（11月）、検討部会等の開催（7月、11月、12月）、 

        都市交通戦略協議会（12月）、大臣認定申請（12月） 

○福井城址周辺道路整備 遊歩道整備工事（10月）、消雪散水管工事（10月） 

○福井城址回遊プロジェクト 4回開催（7月 2回、9月、11月） 

○中心拠点の賑わい創出イベント「ふくい駅周辺謎ときスクエア」（7/21～8/31） 

 

指           標 

計画 結果・成果 

地区交通戦略の策定：12月 

福井城址周辺道路整備の推進：Ｌ＝200ｍ 

福井城址回遊プロジェクトの実施 

（イベント開催）：4回 

○連中心拠点の賑わい創出イベント実施：8月 

地区交通戦略の策定：12月 

福井城址周辺道路整備の推進：Ｌ＝200ｍ 

福井城址回遊プロジェクトの実施 

（イベント開催）：4回 

○連中心拠点の賑わい創出イベント実施：8月 

成
果
・
課
題 

地区交通戦略については、3回の部会と地元住民や商店街等との意見交換会を開催し、計画通り策

定を行いました。「ふくみち」による道路空間における賑わい創出や、駐車場共通割引サービスの導

入などの施策を位置付け、福井駅周辺エリアの交通の利便性を高めていきます。 

福井城址周辺道路整備については、請負業者と綿密な協議を行うなど、工程の進捗管理を行い、遊

歩道整備工事及び消雪散水管工事を完了しました。福井神社、順化小学校前の道路幅員が拡幅され、

消雪も可能となったことから、年間を通して快適に歩ける環境が整いました。 

福井城址回遊プロジェクトの実施については、二の丸エリアのお堀周辺において、回遊イベントを

4回開催しました。イベントに合わせたお堀を眺めるカウンターテーブルの設置により、城址東側の

景観のＰＲを行い、東側エリアに関する市民の関心を高めることができました。 

中心拠点の賑わい創出イベントについては、福井駅周辺に設置した 4つの宝箱探しを通じて、連携

市町の地域資源をクイズ形式でＰＲするとともに、宝箱を中央公園や西武福井店等に設置し、各種イ

ベントとの相乗効果や商業施設への回遊につながるよう配慮して実施しました。 

来年度も、地区交通戦略に基づき、城址周辺道路整備の進捗を図り、城址周辺の回遊性を高めるこ

とや、連携中枢都市圏における賑わい創出イベントの開催など、ウォーカブルなまちの実現にとりく

みます。 

 

  



４ 北陸新幹線の建設促進 
達
成
度  

実  行  内  容 

行
動
目
標 

北陸新幹線の工事がこれ以上遅れることなく確実に開業できるよう、国、県との連絡を密にし、連

携して取り組みます。 

現在すすめている福井駅東口拡張施設（仮称：観光交流センター）については、福井駅舎と一体的

な施設となるため、関係者と協議しながら計画的にすすめるとともに、本年度は施設の管理運営の方

針を定めます。 

また、敦賀・大阪間については、令和 5年度当初に着工するため早急に財源を確保し、大阪までの

早期全線開業に関係機関と連携して取り組みます。 

取 

組 

内 

容 

〇建設促進大会 

・北陸新幹線関係都市連絡協議会の開催（5月、10月） 

・福井市北陸新幹線建設促進協議会の開催（5月） 

・福井県北陸新幹線建設促進同盟会の開催（7月） 

・北陸新幹線建設促進同盟会の開催（7月、11月） 

・北陸新幹線早期全線開業実現大阪協議会と北陸新幹線関係都市連絡協議会による意見交換会の 

開催（2月） 

〇建設促進の要望活動 

・福井市及び福井市北陸新幹線建設促進協議会の中央要望の実施（7月） 

・福井市の県要望の実施（7月） 

・北陸新幹線関係都市連絡協議会の中央要望の実施（8月、11月） 

〇福井駅東口拡張施設の整備 

・新築工事請負契約の締結（6月） 

・建築工事着工（9月） 

〇機運醸成 

・北陸新幹線工事見学会の実施（7月、3月） 

・北陸新幹線福井開業 2年前イベントの実施（3月） 

指           標 

計画 結果・成果 

○連福井駅東口拡張施設（仮称：観光交流センター） 
建築工事着工：9月 

拡張施設の管理運営方針の決定 

○連福井駅東口拡張施設建築工事着工：9月 

拡張施設の管理運営方針の決定 

・拡張施設の設置管理条例の制定：12月 

・拡張施設の指定管理者選定委員会の設置：1月 

成
果
・
課
題 

鉄道・運輸機構の北陸新幹線建設事務局が福井市に新設され、工事の進捗状況等について密に連絡

が出来るようになりました。毎月開催される工程・事業費管理連絡会等を通し、進捗管理を行ってい

ます。 

 福井駅東口拡張施設（福井市観光交流センター）の建築工事は、9月に着工し、令和 5年 1月の竣

工に向けて計画通り進んでいます。また、管理運営方法や利用料金等を定めるため設置管理条例を制

定し、指定管理者制度の導入に向け選定委員会を設置しました。3月に指定管理者募集要項の配布を

開始し、指定管理者選定の手続を進めています。 

敦賀・大阪間については、環境アセスメントが一部遅れていますが、令和 5年度当初の着工が実現

出来るよう、関係機関と連携して国に働きかけていきます。 

 

 



Ⅱ．福井市都市計画マスタープラン（平成 22年～令和 12年）に基づき、適正な土地利用

の誘導と快適な生活環境の維持に努め、持続可能なまちづくりをすすめます 

５ 適正な土地利用の推進 
達
成
度  

実  行  内  容 

行
動
目
標 

福井市都市計画マスタープラン（平成 22年～令和 12年）の目指すべき都市像の実現に向けて、都

市計画制度の適正な運用を図るため、昨年度の福井都市計画区域に引き続き、嶺北北部都市計画区域

の都市計画基礎調査を行います。 

また、地域拠点である美山駅周辺や越廼公民館周辺において、住民、民間の事業者、大学等と協働

し、地域の将来像や、その課題を見極めるための交通の社会実験などをとりいれたワークショップを

開催します。 

取 

組 

内 

容 

○都市計画基礎調査（嶺北北部都市計画区域）の実施 

・県・関係市町との事前協議（4～7月） 

・業務委託の契約（9月） 

・建築物（用途別・構造階数別）の現況図・現況調書の作成（3月） 

○ワークショップの開催 

・7/11  美山地区（第 1回） 31名参加 

・8/ 1  越廼地区（第 1回） 20名参加 

・10/30 美山地区（第 2回） 22名参加 

・11/ 6 越廼地区（第 2回） 14名参加 

指           標 

計画 結果・成果 

都市計画基礎調査（嶺北北部都市計画区域）の実施 

ワークショップ等の開催：4回 

都市計画基礎調査（嶺北北部都市計画区域）の実施 

ワークショップ等の開催：4回 

成
果
・
課
題 

都市計画基礎調査（嶺北北部都市計画区域）については、県・関係市町と連携しながら、協議、調

整などを行い年度内に完了しました。今後は、都市計画制度の適正な運用を図るため、調査結果を基

に土地利用動向などを踏まえた分析・検証、土地利用制限の検討等を行っていきます。 

地域拠点である美山駅周辺や越廼公民館周辺では、現状・課題等の共有や地域ニーズの把握、地域

のまちづくりに対する意識醸成を図るため、ワークショップを開催しました。ワークショップには、

多くの地域住民が参加し積極的な意見交換が行われ、中には県・福井大学共同開催の「交通空白地に

おける公共交通の確保に関する講演会・交流会」への自主的な参加など、まちづくりへの機運の高ま

りがみられました。 

また、産官学が協働し施策を検討する地域拠点づくり専門会議を 2回開催し、ワークショップの内

容を踏まえた取組や社会実験の案について、意見交換を行いました。 

今後も、産官学民協働のまちづくりによる持続可能なまちづくりをすすめます。 

 



６ 街路整備の推進 
達
成
度 

 

実  行  内  容 

行
動
目
標 

まちの骨格となる幹線道路について、計画的に整備を進めます。 

志比口開発線は、隣接する環状東線の混雑緩和と福井森田道路からの新たな交通流入に対応するた

め、今年度供用を開始します。 

取 

組 

内 

容 

○志比口開発線 

 ・道路築造工事 

   Ｌ＝ 90m（6月着工、11月完成） 

     Ｌ＝233m（9月着工、次年度へ繰越） 

   Ｌ＝310m（3月着工、次年度へ繰越） 

 ・用地補償 

   契 約 1件（7月契約） 

 ・移転補償 

   契 約 1件（11月契約） 

指           標 

計画 結果・成果 

都市計画道路整備率：83.9％（元年度） 

→84.0％（2年度）→84.1％（3年度） 

志比口開発線の供用開始 

都市計画道路整備率：84.2％ 

 

志比口開発線の供用開始：令和 4年 8月（予定） 

成
果
・
課
題 

志比口開発線については、一部区間の整備が完了しましたが、移転交渉が難航したことなどから、

全線の供用ができませんでした。 

しかしながら、用地取得・工事を含めた事業の進捗率は約 94％となり、来年度の事業完了に目途が

つき、令和 4年 8月には全線供用開始できる見込みとなっています。 

都市計画道路整備率については、志比口開発線などの整備により、整備率は 84.2％となりました。 

来年度は、引き続き、志比口開発線など整備中の路線の進捗を図ります。 

 

  



７ 県都にふさわしい良好な景観形成 
達
成
度 

 

実  行  内  容 

行
動
目
標 

県都にふさわしい美しい街並みをつくるため、民間が行う良好な景観に配慮した建築物等の更新や

まちの魅力向上に資する事業に支援します。 

また、福井らしい景観をつくり・育てるために、ふくい嶺北連携中枢都市圏の各市町と連携した広

域的な景観の形成をすすめます。 

取 

組 

内 

容 

○民間活力による県都にふさわしい景観形成への支援 

 ・第 1次募集 選定委員会（5月）、交付決定 1件  

 ・第 2次募集 申請なし 

 ・第 3次募集 選定委員会（11月）、交付決定 1件（3月申請者より取り下げ） 

○広域景観形成のＰＲ動画作成 

 ・越前海岸景観軸  完成・公開（12月） 

 ・旧北陸道景観軸  完成・公開（3月） 

・季節（秋）の動画 完成・公開（3月） 

 ・季節（冬）の動画 完成・公開（3月） 

 ・ＰＲ動画の活用に関する連携中枢都市圏構成市町との協議（11月） 

指           標 

計画 結果・成果 

○総 3 民間活力による県都にふさわしい 

景観形成への支援：8件 

 

○連広域景観形成のＰＲ動画作成 

○総 3 民間活力による県都にふさわしい 

景観形成への支援：1件 

  

○連広域景観形成のＰＲ動画作成 

成
果
・
課
題 

民間活力による県都にふさわしい景観形成への支援について、1次募集では景観形成のための外観

整備等のハード事業 1件、2次募集では、いくつかの相談事案がありましたが、申請にいたりません

でした。3次募集では、ハード事業 1件の申請があり、11月に選定委員会を開催して交付決定しま

したが、コロナ禍などの影響による申請者の都合により、3月に取り下げとなりました。 

賑わい創出のイベント等を支援するソフト事業に関しては、新型コロナウイルス感染症の影響に

よりイベントそのものが減少し、申請がありませんでした。 

今後、コロナ禍でも感染リスクの低い野外イベントなどのソフト事業に関する補助メニューを活

用していただけるよう制度の見直しを図り、支援件数の増加に努めます。 

広域景観形成のＰＲ動画作成について、連携中枢都市圏の関係市町と協議しながら、越前海岸の

東尋坊等を撮影した越前海岸「advent」、南越前町の宿場町等を撮影した旧北陸道「龍脈 旧北陸道

の彩り」、コスモスや雪景色を撮影した季節映像「秋」、「冬」を制作し公開しました。 

公開にあたっては、ハピテラスの大型ビジョンや民放のテレビほか、関係市町の各施設でも放映

していただきました。来年度も、新たな景観動画の作成を行うほか、今年度作成した動画を活用し

福井の魅力を広く認知していただけるよう広報を強化します。 

 

 

  



Ⅲ．第 2次福井市都市交通戦略（令和 3年度～12年度）に基づき、地域をつなぐ「全域

交通ネットワーク」の構築をすすめます 

８ ○新選択性のある二次交通の充実と利用環境・ 

利便性の向上 

達
成
度 

 

実  行  内  容 

行
動
目
標 

公共交通相互のモビリティネットワークを充実し、「行きたいところにスムーズに行ける」交通環

境を構築するために、フルデマンドタクシーの導入や、中心市街地の店舗と連携した運賃割引、越美

北線沿線でのアンケート調査などを行います。 

また、地域拠点や乗継拠点における乗継ぎの利便性や待合の環境向上に向け、大型商業施設におけ

る案内サインの整備などを行います。 

取 

組 

内 

容 

○ＪＲ越美北線アクションプログラムの策定（3月） 

 ・沿線住民へのアンケート実施（11月） 

○越美北線利用拡大キャンペーン事業（10～3月） 

○えちぜん鉄道交通圏地域公共交通計画の策定（3月） 

○地域鉄道の利用促進、サービス水準の向上 

 ・福井鉄道「がんばれ！！福井のアスリート」ラッピング電車の運行（8～1月） 

 ・えちぜん鉄道、福井鉄道主要駅へのキャッシュレス自動券売機導入 

○フルデマンドタクシーの試行運行開始（8月～） 

 ・福井市南東地区（六条、麻生津、文殊、上文殊）で運行する乗合タクシーを統合 

 ・令和 4年 4月からの本格運行に向けたアンケート調査（11月） 

○コミュニティバス「すまいる」路線バス化、通勤通学者に配慮したダイヤ見直し（10月） 

〇危険なバス停の安全性確保に向けた対策の実施（9月～3月） 

○まちなか公共交通お買い物支援事業の実施（10月～） 

○安居地区で福祉車両を活用した予約制お買い物バス「あごころバス」を運行開始（3月） 

指           標 

計画 結果・成果 

○総 15,16 公共交通機関の乗車人数： 

895万人（元年度）→671万人（2年度） 

→800万人（3年度） 

○総 15,16 公共交通機関の乗車人数： 

743万人（見込） 

成
果
・
課
題 

えちぜん鉄道交通圏地域公共交通計画や JR 越美北線アクションプログラムの策定、フルデマンド

タクシーの導入や福祉車両を活用したお買い物バスの運行など、第 2次福井市都市交通戦略の施策を

着実に進めました。 

併せて、まちなかの店舗と連携した公共交通機関の運賃割引や鉄道主要駅へのキャッシュレス券売

機導入、ラッピング電車の運行、10月から減便となった越美北線の利用拡大キャンペーン事業など、

各種利用促進策やサービス水準の向上に取り組みました。 

その結果、公共交通機関の乗車人数について、通勤通学等の日常利用者はコロナ前に近い水準まで

回復しましたが、観光等の非日常利用者はオミクロン株の影響もあって回復に至らず、目標は達成で

きませんでした。 

来年度は、引き続き地域鉄道の安定運行及び利便性向上を図るため、福井鉄道についても「福井鉄

道交通圏地域公共交通計画」を策定します。また、JR越美北線の利用促進についても、運賃補助や利

用啓発のための広報、沿線イベントなどを継続していきます。 

バスにおいては、令和 4年度から 2年間かけて地域公共交通計画の策定に取り組み、更なる利便性

向上や効率化、交通弱者や高齢者の足の確保などに努めていきます。 



９ 
連携中枢都市圏におけるＭａａＳによる 

交通システムの構築 

達
成
度  

実  行  内  容 

行
動
目
標 

日常の生活や観光において、その目的に応じたスムーズな移動を支援するため、ふくい嶺北連携中

枢都市圏の各市町と協働してＭａａＳの導入に向けた勉強会を行います。 

住民や観光客にとって便利で、公共交通の利用促進につながるＭａａＳシステムの導入を目指し、

今年度は導入のための実証実験の計画を作成し、令和 5年度の本格導入を目指します。 

取 

組 

内 

容 

○ふくい嶺北連携中枢都市圏公共交通ワーキングの開催 

 ・第 1回勉強会（6月） 

 ・第 2回勉強会（9月） 

 ・第 3回勉強会、実証実験計画案の検討（2月） 

 ・第 4回勉強会（3月） 

○ＭａａＳシステム実証実験の計画作成（2月） 

○ふくいＭａａＳ協議会（仮）の設立準備（3月） 

指           標 

計画 結果・成果 

○連ＭａａＳシステム実証実験の計画作成：2月 ○連ＭａａＳシステム実証実験の計画作成：2月 

成
果
・
課
題 

 嶺北 11 市町及び交通事業者が参加する勉強会を 4 回実施し、取り組むべきＭａａＳの方向性や、

令和 4年度に行う実証実験の内容について検討した結果、来年度からは、大学、マスコミ、金融、商

業、観光分野の方々も含めたオール福井の体制で取り組むため、5月に「ふくいＭａａＳ協議会」を

設置します。 

 来年度は、ＭａａＳシステム導入に向けて、交通事業者の企画切符のデジタル化や、乗車券と観光

施設の入館料等をセットにしたデジタルチケット導入など、実証実験に取り組む予定です。誰もが使

いたくなるＭａａＳシステムとするため、北陸新幹線福井開業時の本格導入に向けて、協議会での検

討を着実に進めていきます。 

 

  



１０ 並行在来線開業準備 
達
成
度 

 

実  行  内  容 

行
動
目
標 

並行在来線の開業が遅れることによる新たな自治体負担が生じないよう、県や沿線市町等と連携し

取り組みます。 

円滑な開業準備に向け、経営計画を策定するとともに、将来の利用促進につながる新駅の設置やパ

ーク＆ライド駐車場の整備などの検討をすすめます。 

取 

組 

内 

容 

〇開業遅延に伴う負担軽減 

 ・国に対し、開業遅延への財政支援を要望（7月） 

・鉄道・運輸機構からの出資確定（3月） 

〇経営計画策定 

・並行在来線対策協議会幹事会の開催（5月、8月） 

・並行在来線対策協議会の開催（10月） 

〇利用促進策の検討 

・新駅候補地沿線地区連合会長、公民館長等との意見交換（6～12月） 

・並行在来線開業に向けた説明会開催（12～2月） 

・並行在来線利用促進協議会の開催（3月） 

・小中学生図画ポスターコンクール開催（6～1月） 

・JR福井駅の親子見学会開催（10月） 

指           標 

計画 結果・成果 

○総 10 経営計画の策定：10月 

利用促進策の市民意向調査 
○総 10 経営計画の策定：10月 

利用促進策の市民意向調査 

成
果
・
課
題 

開業の遅れに伴う新たな負担については、国への要望などを行い、自治体負担はなく、鉄道・運輸

機構から全額出資することとなりました。 

経営計画については、関係機関との協議などを経て、10月の並行在来線対策協議会において、経営

計画を策定しました。今後はこの計画に基づき利用促進策などに取り組みます。 

利用促進策のうち、新駅の設置について、候補地沿線の地区役員等と意見交換を行い、地元の皆様

から強いご要望を頂きました。来年度は沿線住民や企業に対するアンケートなどの実施や検討会を開

催し、候補地の絞り込みを行います。 

その他既存駅については、駅周辺住民説明会の開催などで利用促進策に関するご意見を頂きまし

た。今後も引き続き、沿線の地元の方々からご意見を頂き、並行在来線会社や関係機関と協議し、計

画的に進めていきます。 

また、利用促進につながる並行在来線の機運醸成のため、図画ポスターコンクールや駅の親子見学

会を実施しました。また、3月には新社名が内定し、来年度は本格会社へ移行することから、今後も

会社とともに並行在来線の機運醸成を行っていきます。 

 

  



 

１１ 自転車の利用促進と利便性の向上 
達
成
度  

実  行  内  容 

行
動
目
標 

最寄りの鉄道駅への移動手段として自転車の利用を促すため、自転車駐車場を整備し、利用環境の

改善を図ります。 

また、安全かつ快適に自転車利用ができる環境づくりの一環として、新たな自転車の駅を設けます。 

取 

組 

内 

容 

〇鉄道駅自転車駐車場の整備 

 ・えちぜん鉄道中角駅自転車駐車場（9月） 

 ・ＪＲ福井駅自転車駐車場 自転車ラックの一部分更新（1,034台分）（3月） 

 ・ＪＲ福井駅西口再開発ビル（ハピリン）自転車駐車場 自転車ラック更新（155台分）（3月） 

〇「自転車の駅」の新規開設 

 ・越前水仙の里温泉波の華（越廼地区）（4月） 

 ・ＧＯＴＩステーション（清水西地区）（4月） 

 ・サンステップ福井本店（経田２丁目）（8月） 

・サンステップ福井南店（御幸４丁目）（7月） 

・サンステップワッセ店（久喜津町）（8月） 

〇「自転車の駅」啓発活動の実施 

・健康フェアでの広報（12月） 

・市ホームページ等を利用した情報発信（随時） 

指           標 

計画 結果・成果 

サイクルアンドライドの推進： 

鉄道駅自転車駐車場の整備１カ所 

自転車の駅の新規開設：2カ所 

サイクルアンドライドの推進： 

鉄道駅自転車駐車場の整備 3カ所 

自転車の駅の新規開設：5カ所 

成
果
・
課
題 

鉄道駅自転車駐車場の整備については、えちぜん鉄道中角駅に 12 台分の自転車駐車場の整備を行

い、自転車利用者の利用環境改善を図りました。 

また、福井駅周辺にある既存の自転車駐車場については、これまで自転車ラックの昇降時に大きな

力を必要としていましたが、高齢者や女性の方でも容易に自転車の駐車が行うことが可能となるよう

自転車ラックを更新し、駐輪環境の改善を図りました。（1,189台分） 

自転車の駅の新規開設については、当初予定していた越前水仙の里温泉波の華、ＧＯＴＩステーシ

ョンの 2カ所に加え、これまでの PR活動の効果により、3カ所の設置要望があり、目標を上回りまし

た。 

今後は、自転車利用者に快適に利用してもらえるよう「自転車の駅」の周知・広報に努めていきま

す。 

 

  



１２ 市営駐車場の適正な運営 
達
成
度 

 

実  行  内  容 

行
動
目
標 

適正で効率的な市営駐車場を運営するため、施設の修繕等を計画的に実施します。 

また、福井駅周辺での買物や土日祝日のイベント等で、市営駐車場を気軽に利用できるよう、他の

駐車場事業者と連携した利用促進策に取り組みます。 

取 

組 

内 

容 

○祝成人「さくらのつどい撮影イベント」に対する無料サービス（4月） 

○土日祝日の 30分無料化：大手（4月～） 

○共通駐車サービス券事業「ふくいまちＰチケット」への参加：本町通り地下駐車場（6月～） 

〇施設の修繕（9～1月） 

 【大手駐車場】 

 ・料金計算機、発券機磁気リーダー交換 

 【大手第 2駐車場】 

 ・パレット横行駆動軸及び従動輪、安全柵修繕 

 【本町通り地下駐車場】 

 ・エレベーター乗場敷居、ドアプロテクター可動柵修繕 

 ・リフト昇降チェーン及び扉用インバータ、ドアプロテクター駆動部修繕 

○福井駅周辺イベントにおける利用促進事業 

 ・福井えきまえ感謝デー（10月）、ふくい桜まつり（3～4月） 

○精算機のキャッシュレス決済対応：大手、大手第 2駐車場（3月） 

指           標 

計画 結果・成果 

市営駐車場の駐車台数：53.9万台（元年度） 

→48.9万台（2年度）→56.8万台（3年度） 

市営駐車場の駐車台数：52.0万台 

成
果
・
課
題 

 市営駐車場を便利で安全に利用できるよう、適切な修繕を行いました。 

 また、福井駅周辺のイベントや買い物時に利用しやすくなるよう、大手駐車場の土日祝日 30 分無

料化や、共通駐車サービス券事業「ふくいまちＰチケット」の本町通り地下駐車場への導入、大手・

大手第 2駐車場の精算機のキャッシュレス決済対応など、サービス向上及び利用促進策を実施しまし

た。 

 その結果、市営駐車場の駐車台数は令和 2年度に比べて約 6％増加しましたが、新型コロナウイル

ス感染症の影響による外出自粛が続いていることもあり、目標は達成できませんでした。 

 来年度は、本町通り地下駐車場のエレベーターリニューアル工事を実施するなど、引き続き施設の

適正な維持管理に努めます。 

 また、「ふくいまちＰチケット」の拡大（大手・大手第 2 駐車場）や休日イベントと連動した利用

促進事業（大手駐車場）、ホテルとの連携（大手第 2駐車場）、周辺企業への営業活動（本町通り地下

駐車場）などに取り組み、更なる利用促進に努めます。 

 

  



Ⅳ．第 11次福井市交通安全計画（令和 3年度～7年度）に基づき、交通安全対策をすす

めます 

１３ ○新高齢者と子どもの事故防止 
達
成
度 

 

実  行  内  容 

行
動
目
標 

交通事故による「死者数・重傷者数」を減らし、交通事故の少ない安全で安心なまちをつくります。 

子どもや高齢者を対象とした交通安全教育を充実するために、人材の育成に努めます。 

また、自転車の事故を防止するため、自転車通学の中学生を対象に正しい交通ルールの周知とマナ

ーの啓発を行います。 

取 

組 

内 

容 

○交通安全推進団体等と連携した交通安全普及啓発活動の実施 

 ・四季の交通安全市民運動（春 4月、夏 7月、秋 9月、年末 12月） 

〇交通指導員による街頭指導活動の実施 

 ・主要交差点における毎週金曜日の定例街頭指導活動、地区行事等における街頭指導活動 

（交通指導員 152人、出動回数延べ 5,984回） 

○高齢者や幼児・児童等を対象とした交通安全教室の実施（随時） 

 （交通安全教室 申込 250回、開催 154回、参加 3,889人） 

〇小・中学校への交通安全啓発チラシ、動画の配布（7月） 

〇中学生を対象とした自転車ルール・マナーの啓発活動の実施 

（灯明寺中学校（10月）・清水中学校（11月）） 

 

指           標 

計画 結果・成果 

交通事故死者数: 

7人（元年）→11人（2年）→7人以下（3年） 

交通事故重傷者数: 

80人（元年）→60人（2年）→40人以下（3年） 

交通安全指導者マニュアルの作成 

中学生を対象とした自転車ルール・マナーの 

啓発活動：2校 

交通事故死者数（年次）: 12人 

 

交通事故重傷者数（年次）: 59人 

 

交通安全指導者マニュアルの作成 

中学生を対象とした自転車ルール・マナーの 

啓発活動：2校  

成
果
・
課
題 

年間を通し、交通安全推進団体等と連携した交通安全啓発活動や各地区の交通指導員 152人による

街頭指導活動、交通安全教室などに取り組みました。 

しかしながら、令和 3年中の交通事故死者数、重傷者数は、いずれも目標を達成することはできま

せんでした。 

交通事故死者数については、12人中 11人が高齢者であり、夜間外出時の歩行中の事故や、高齢運

転者が第一当事者となる交通死亡事故が高い割合を占めていることから、来年度は、外出時の反射材

着用の推進や運転に不安を感じる方やその家族に対して高齢者運転免許証自主返納の啓発に努め、高

齢者自身が加害者にも被害者にもならないよう事故防止の取組を強化します。 

コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、今年度も多くの交通安全教室が中止となりましたが、今

後は作成した交通安全指導者マニュアル（ＤＶＤ）を貸し出し、各施設等が市の交通安全教室と同様

の教育活動に取り組む機会を増やしていきます。 

自転車ルール・マナーの啓発活動については、予定通り 2校行いました。来年度も引き続き行い、

子どもを交通事故から守るよう努めます。  

 

 

  



１４ ○新車に頼り過ぎない社会づくり 
達
成
度 

 

実  行  内  容 

行
動
目
標 

高齢者の運転による事故を防止するため、自身の運転能力を測るためのセルフチェックを呼びか

け、運転に自信のない方への免許の自主返納を促します。 

また、来街者がまちなかを快適に回遊できるよう、まちなかレンタサイクル「ふくチャリ」の利用

促進を図ります。 

取 

組 

内 

容 

○高齢者運転免許自主返納支援事業の実施 

・公共交通の回数券等に加えレンタサイクル「ふくチャリ」利用券の提供を追加 （4月） 

・各種媒体を利用しての広報、啓発（随時） 

 ・市民ホールへの啓発チラシ設置（（高齢者ワクチン接種申込待合所）5月） 

 ・市政出前講座（福井市遺族連合会）（11月） 

 

〇まちなかレンタサイクル「ふくチャリ」の利用推進 

 ・新ポート開設（福井駅西口地下駐車場）（4月） 

 ・フェイスブック、各種広報媒体等を利用した情報発信（随時） 

 ・カーフリーデーイベントでのパネル出展（9月） 

・商業施設や福井駅へのポスター、リーフレット掲示、すまいるバスへの車体広告 

・ＣＭ放映（10月～） 

・健康フェア、環境展でのパネル展示（12月、1月） 

 

指           標 

計画 結果・成果 

○総 66 高齢者運転免許証自主返納者数（年次） 

：990人（元年）→869人（2年）→1,000人（3

年） 

ふくチャリの利用回数（年度）：7,240人（元年

度）→3,686回（2年度）→5,000回（3年度） 

○総 66 高齢者運転免許証自主返納者数（年次） 

：  792人 

ふくチャリの利用回数（年度） 

：5,051回 

成
果
・
課
題 

コロナ禍のため、例年行っていた高齢者交通安全大会や警察と連携した運転免許自主返納のイベン

ト等が中止になる中、高齢者に対して運転免許証の自主返納の啓発については、ワクチン接種申込待

合所でのチラシ設置や老人クラブの会報誌への掲載、市の出前講座など、様々な機会をとらえて活動

を行ってきました。しかしながら高齢者運転免許証自主返納者数は 792人と目標に達することはでき

ませんでした。 

令和３年中、交通事故死者数のうち高齢運転者の過失によるものは 5割で、過去 5年において最も

高い割合でした。高齢者運転免許保有者数は、増加傾向にあることから、来年度は、高齢者の運転免

許自主返納の周知・啓発を行うとともに、5月から始まる安全運転サポート車限定免許制度のＰＲに

努めます。 

まちなかレンタサイクル「ふくチャリ」の利用回数については、ポートを１箇所増設するなどの利

用環境整備により、目標を達成することができました。来年度は、ＩＣＴを活用したシェアサイクル

の整備を進め、市民や来街者にとって身近で便利な移動手段であるということを周知・広報し、利用

促進に努めます。 

 

  



Ⅴ．デジタル技術等を活用し、市民の利便性の向上や業務の効率化のための各種施策をす

すめます 

１５ ○新ＩＣＴ利活用推進計画の改定 
達
成
度 

 

実  行  内  容 

行
動
目
標 

今年度は福井市ＩＣＴ利活用推進計画（平成 30 年度～令和 3 年度）の最終年度であり、今後の自

治体デジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）に向けて計画の改定を行います。 

計画の改定にあたり、国の自治体ＤＸ推進計画（令和 3年 1月～8年 3月）や自治体ＤＸ推進手順

書を参考に、ＩＣＴの利活用による市民の利便性の向上や業務の効率化を計画的に推進していくため

の将来像と目標を設定します。 

取 

組 

内 

容 

〇第 1回 福井市情報化推進会議の開催 （5月 概要説明） 

〇第 1回 福井市ＩＣＴ利活用推進委員会の開催（6月 概要説明） 

〇各所属に対し計画への掲載事業の調査及び協議（7～8月） 

〇第 2回 福井市ＩＣＴ利活用推進委員会の開催（9月 骨子案の作成） 

〇第 2回 福井市情報化推進会議の開催 （9月 骨子案への意見聴取） 

〇第 3回 福井市ＩＣＴ利活用推進委員会の開催（10月 素案の作成） 

〇第 3回 福井市情報化推進会議の開催 （10月 素案への意見聴取） 

〇議会説明（11月 素案についてのパブリック・コメントの実施について） 

〇パブリック・コメントの実施（12月 素案への意見聴取） 

〇第 4回 福井市情報化推進会議の開催（2月 最終案への意見聴取） 

〇第 4回 福井市ＩＣＴ利活用推進委員会の開催 （3月 計画の決定） 

指           標 

計画 結果・成果 

ＩＣＴ利活用推進計画の改定 福井市ＤＸ推進計画の策定 

成
果
・
課
題 

外部委員で構成する「情報化推進会議」及び関係部局の次長等で構成する「ＩＣＴ利活用推進委員

会」をそれぞれ 4回開催し、また、パブリック・コメントも実施した上で、次期計画として「福井市

ＤＸ推進計画（令和 4年度～8年度）」を策定しました。 

計画では、将来目標である「ＤＸの推進により みんなが豊かで快適に暮らすまち ふくい」を実

現するために、3つの基本目標、15の取組分野、48の取組事項を掲げています。 

また、計画の取組事項を推進するための具体的な事業計画として「福井市ＤＸ推進計画実施計画（ア

クションプラン）」もあわせて策定しました。この計画では、個別の事業ごとに「目指す成果」や「数

値目標」などを設定しています。 

来年度からは、これらの計画に基づきＩＣＴの浸透により、市民の生活をあらゆる面でよりよい方

向に変化させるＤＸに着実に取り組んでいきます。 

 

 



１６ ○新自治体ＤＸを推進するための取組 
達
成
度  

実  行  内  容 

行
動
目
標 

国の自治体ＤＸ推進計画（令和 3年 1月～8年 3月）に基づき、業務の効率化を図るため、行政手

続のオンライン化、ＡＩ・ＲＰＡの利用推進、オープンデータの推進に取り組みます。 

取 

組 

内 

容 

〇オンライン化申請手続 19件追加  

・衆議院議員選挙関連の申請（1件） 

・入札関連の申請（7件） 

・介護保険関連の申請（11件） 

〇ＡＩチャットボット 6分野追加 

・新型コロナウイルスワクチン接種（4月）、ごみの出し方（12月）、防災・災害、税金（1月）、 

子育て、福祉・健康・保険（3月） 

・福井市公式ホームページ上でのＡＩチャットボット対応（12月） 

〇ＲＰＡ導入業務 10件追加 

ご遺族サポートコーナー日次業務、統合型ＧＩＳログオンログ送付業務、おくやみ新聞掲載データ

作成業務、ふるさと納税納品書等作成業務、雪下ろし支援事業対象者課税判定業務、固定資産の現

所有者登録業務、高額療養費自動償還業務、市県民税申告内容種別変更業務、支出負担行為兼支出

命令入力業務、共有資産の代表者変更業務 

○オープンデータ 3件追加 

 指定自立生活援助事業所一覧、放課後児童クラブ一覧、油揚げ・がんもどき消費額一覧 

指           標 

計画 結果・成果 

オンライン化申請手続：19手続（元年度） 

→19手続（2年度）→25手続（3年度） 

ＲＰＡ導入業務数：5件（2年度）→7件（3年度） 

オープンデータ数：111件（元年度） 

→119件（2年度）→122件（3年度） 

オンライン化申請手続：38手続 

ＲＰＡ導入業務数  ：15件 

オープンデータ数  ：122件 

成
果
・
課
題 

自治体ＤＸを推進するため、行政手続のオンライン化、ＲＰＡによる定型業務の自動化、オープン

データについて取り組み、また、ＡＩチャットボットの対応分野を大幅に拡充し、当初の計画以上に

成果を上げることができました。 

申請手続については、国の「自治体ＤＸ推進計画」に重点取組事項として示されている手続につい

ては 11 手続を、それ以外の手続についても 8 手続をオンライン化できました。来年度は、重点取組

事項の残り 2手続のオンライン化を完了させるとともに、それ以外の手続についても優先順位を検討

した上で、できるだけ多くのオンライン化に取り組みます。 

ＡＩチャットボットについては、当初は「新型コロナウイルスワクチン接種」の追加のみの予定で

したが、新しい生活様式に対応するため、さらに 5分野を拡充し、あわせて、市ＬＩＮＥ公式アカウ

ントだけでなく市ホームページ上でも利用できるようにしました。来年度も引き続き、市民の方が使

いやすいサービスとなるよう内容の充実を図っていきます。 

ＲＰＡについては、新たに 10業務に導入し、全 15業務で削減時間合計は年間換算で 1,318時間 24

分となり、導入前にかかっていた時間の 46.2％が削減できました。来年度も、引き続き、ＲＰＡの導

入効果を周知するとともにシナリオ作成支援や研修等を実施し、導入業務を増やしていきます。 

オープンデータについては、既存データの更新と併せ、他自治体の取組などを参考に新たに 3件を

追加しました。来年度も、多様化するニーズを踏まえながらオープンデータの充実を図ります。 

 



１７ デジタル人材の育成に向けた研修機会の創出 
達
成
度 

 

実  行  内  容 

行
動
目
標 

職員に対して、ＧＩＳ研修やＡｃｃｅｓｓ研修を実施するとともに、国及び県が実施する統計や電

子申請システムの操作研修等を活用し、デジタル人材の育成に向けて研修の受講機会を増やします。 

取 

組 

内 

容 

〇総務省統計オンライン講座の受講    （4月：10人、7月：12人、10月：47人、1月：28人） 

〇ＤＸ研修会の開催（※）        （8月：87人） 

〇Ａｃｃｅｓｓ作成研修の開催      （9月：11人、2～3月：5人） 

〇新採用職員への統計基礎研修の開催（※）（9月：13人） 

〇ＥＢＰＭ・データ利活用研修の開催（※）（12月：57人） 

〇ＲＰＡシナリオ作成研修の開催（※）  （12月：6人） 

〇デジタル人材育成動画研修の受講（※） （12～2月：34人） 

〇統合型ＧＩＳ研修の開催          （1月：14人） 

〇Ｅｘｃｅｌ活用研修の開催（※）    （3月：46人） 

〇ふくｅねっと（電子申請システム）操作研修の受講 （3月：19人） 

 

※ 当初計画に追加した研修 

 

指           標 

計画 結果・成果 

研修回数：8回 研修回数：14回 

成
果
・
課
題 

ＤＸを推進するため、全庁的な機運の醸成とともにデジタル人材の育成に向けて、当初の計画に加

えて新たな研修を幅広く実施したことにより、目標を上回ることができました。 

新たな研修としては、管理職を対象としたＤＸの機運醸成を目的とした研修のほか、課長補佐を対

象としたＥＢＰＭの推進を目的とした研修、実務者を対象としたＲＰＡやＥｘｃｅｌを活用するため

の研修などを実施しました。 

来年度は、新たに設置するＤＸ推進リーダーを対象とした研修など、引き続き役割に応じた研修の

実施に取り組み、デジタル人材の育成を図っていきます。 

 


